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ゼミ活動報告 

「JR西日本企業訪問しました」 

久米井静香 

 

7 月 11 日、JR 西日本の本社をゼミ生一同で訪問しました。油野、久米井、蔵田、中川の JR

チームは緊張しながらの訪問でしたが、JR 西日本総合企画本部の早川さん、高橋さんが暖かく

対応してくださりました。 

まずは私たちが作成したレポートの

発表から始まりました。数ヶ月前から

みんなで試行錯誤しながら作成した

レポートでしたが、発表は 15分ほど

のもので簡潔に私たちの考えるJR西

日本についての財務内容や今後の方

針について発表しました。終わった後

すぐ、早川さんに「まとめの部分なの

ですが…」といわれ、ご指摘を受ける

と覚悟したそのとき「本当にこの通り

ですね」といっていただき大変感動しました。はじめは右も左もわからず財務諸表を読みはじめ、

先輩方のようなレポートを作ることができるのだろうかとひそかに不安でもありました。しかし

最後には実在の企業の方に読んでいただき、稚拙なレポートながら少しでも内容についてご意見

をいただけたことは、大変貴重な体験となりました。レポート発表後は私たちの分析の中で疑問

に思ったことを質問させていただきまし

た。回答の一つ一つが興味深いものでし

たが、中でも印象に残っているのは、一

般的な指標で目標値とされている指標で

も、企業の特徴によって適用できない場

合があることや、また財務諸表に表れて

いる数値には経営者たちの深い意味がこ

められている、ということです。データ

を分析しただけではわからなかった、実

務上でのお話をたくさん教えていただき、

外の世界を知らない私たち学生にとって、

大変有意義な時間となりました。この場を借りて、このような場を設けてくださった JR西日本

の早川さん、高橋さん、そして宮川先生にお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

今回の経験を生かして、後期からはより良いものを作り上げていきたいと思います。 


